
情報の入手方法
情報源によって入手できる情報が異なります。
各情報源から、どの情報が入手できるか確認しておきましょう。
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全国避難所ガイド

現在地周辺の避難所・避難場所を自動検索し、防災情報を
プッシュ通知でお知らせします。
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地下街等にいる場合は、地上や建物の２階以上等に避難する
垂直避難を行いましょう。

浸水すると人はまとも

に歩けなくなります。

浸水する前に速やかに

避難しましょう。

火の元（コンロ、暖房器

具、線香等）と戸締りを

確認、電気はブレーカー

を落として、親戚や知

人等に避難することを

連絡しておきましょう。

自動車での避難は、浸

水により動けなくなる

ことがあります。

自動車での避難は控え

ましょう。

動きやすい服装で、必

要最小限の荷物を持ち、

２人以上で避難しま

しょう。

裸足や長靴は危険です。

運動靴で避難しましょう。

マンホールや排水溝に

気付かず吸い込まれる

危険があります。長い

棒等で確認しながら歩

きましょう。

歩行などが不自由な人には・・・

耳が不自由な人には・・・

目が不自由な人には・・・

外国人には・・・

それぞれの人に適した誘導方法を確認しましょう。

車椅子の方を援助する場合、階段などを上がるときは前向きに、

下がるときは後ろ向きにして、恐怖感を与えないように

配慮しましょう。

口をハッキリと開け、相手に分かりやすいように話しましょう。

手話、筆談、身振り等の方法で正確な情報を伝えましょう。

災害時には、声をかけ情報を伝えましょう。

誘導する場合は、支援者のひじ辺りを軽く

持ってもらい半歩前をゆっくり歩きましょう。

身振りや手振りで話しかけ、孤立しないようにしましょう。

姫路市版携帯・災害避難カード
「命のパスポート」を活用しましょう。
「身近にどのような危険があるか」、

「いざというとき」にどのように

行動するのかを確認

　姫路市では住民の皆さんの避難が必要と判断した場合、 その緊急度

に合わせた避難情報を発令します。 市から発表される情報に注意してく

ださい。 災害時に支援の必要な方が近くにおられる場合は、 お互いに

助け合って避難しましょう。

住民が取るべき行動警戒レベル 行動を促す情報

緊急安全確保

洪水・大雨
高潮注意報

では既に災害が発生又は切迫している状況です。
また、必ず発令されるものではありません。


